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第 1 章では、大量合成を志向した CPP および誘導体の新しい合成法の開発と、ここで得られた CPP
のデバイス化について述べている。すなわち、白金錯体を用いてシリル基で保護したシクロヘキサジ
エンジオール骨格を有する五環性ユニットを選択的に環状二量化した後、H2SnCl4 によりシクロヘキ









つ、開殻電子構造分子であることが ESR, NMR および理論計算から強く示唆された。これは、電子供
与性のアルコキシ基がビラジカルを安定化したためであると考えられ、極性効果による熱励起ビラジ
カル種を安定化した初めての例である。 





により、歪んだ CPP 骨格が酸化的付加に対して高い反応性を示すことを明らかにした。 
第 4 章では、ヒドロキノン（HQ）CPP とベンゾキノン（BQ）CPP の酸化還元による可逆的相
互変換と、それに連動したホスト機能の開拓について述べている。すなわち、適切な酸化剤及び
還元剤を選ぶことで、HQ 体と BQ 体の間で酸化・還元による定量的な相互変換が行えることを明ら
かにした。さらに、HQ 体と BQ 体の両方がフラーレン（C60、C70）のホストとなる一方、そ
の相互作用は HQ 体の方が BQ 体よりも 30 倍程度高かった。このため、フラーレン共存下
で HQ 体と BQ 体との変換を行うと、これに連動してフラーレンの取り込みと排出が行われ
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ることを明らかにした。すなわち、この系が刺激応答性のホスト―ゲストシステムである
ことを明らかにした。  
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